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県北部地域（※）では
※県北部地域：長浜市、高島市、米原市

人口減少や高齢化に伴う担い手不足が県内でも先行
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一方で、県北部地域には

豊かな自然や神社仏閣等、魅力ある地域資源を有しており、
中部圏・北陸圏との結節点として高い可能性
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✓ 県内でも先行する人口減少や高齢化にかかる課題に対処す
るため、これまでから取り組んできた基盤整備等の地域振
興策に加えて、豊かな自然環境や地域資源を活用した「さ
らなる振興策」を実施

✓ 今後、県内の他の地域でも同様の課題が顕在化してくると
考えられるため、取組を通じて得られた成果やノウハウを
県全域に広げ、県全体の持続的な発展につなげる

「県北部地域の振興」に向けた新たな取組へ



令和4年11月1日

北の近江振興プロジェクトチームを設置し、北部振興のための施策の具体化を開始

＜目標＞
移住＋地域とつな
がる人（関係人口）
を3千人増やす

5年間（R5～R9年度）の集中的な取組「北の近江振興プロジェクト」に本格着手

滋賀県湖北合同庁舎（長浜市内）に「北の近江振興事務所」を設置

令和５年４月1日

「北の近江振興事務所」を設置 （総合企画部）

令和５年度から取組を本格化させていく「北の振興プロジェクト」を、着
実かつ効果的に実施していくため、担当職員が地域に入って活動する拠
点となる「北の近江振興事務所」を設置

【体制】
・常駐職員5名
・より地域に近いところで、きめ細やかな活動を行うため、サテライトオフィスを置く。

長浜市…長浜商工会議所内（フューチャールーム）
米原市…滋賀県立文化産業交流会館内
高島市…高島合同庁舎内

【所掌業務】
・北の近江振興プロジェクトの総合調整・北部3市、関係機関および団体等との
連携・協働にかかる調整

・北部3市でのプロジェクトの調整・創出 など

※北の近江振興事務所は、組織規則上の係等ではなく、駐在拠点の名称
（職員は組織上、総合企画部新駅問題対策・特定プロジェクト推進室（県庁内）に配置）



北の近江振興プロジェクトの取組状況について （令和５年度）
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●しがのふるさと応援隊事業
大学生等の若い世代を対象に、「農山村版ワーキングホリデー」
を実施。地域活動や課題解決のワークショップ等を通じて、農山
村との絆を醸成 し、息の長い関係人口の創出を図る。

⇒北部３市の各地域で、９～11月に６泊７日の日程で実施。
長浜市（西浅井地区）、高島市（在原地区）、米原市（東草野
地区） ３地区・計13名参加。12月3日の成果発表会では、
参加学生や受け入れ地域の住民等が親しく交流

① 住み続けたくなる還りたくなる北部へ ② 挑戦する若者が集う北部へ

●高校魅力化推進プロジェクト事業
①「北の近江振興」高校生サミットの開催

北部地域の県立高校がグループで参加し、北部

地域の未来について考え、提案等を発表
②北部地域の未来を牽引するイノベーション人材の

育成 （虎姫高校）
国際バカロレアの学びの充実、STEAM教育

③北部ならではの学びの創出 （伊香高校）
「森で学ぶ」をコンセプトに、新たな学びの研究・

開発や地域住民等を対象にシンポジウムを開催

⇒キックオフミーティングを７月に開催。２月10日
の「高校生サミット」で、北部地域の高校９校の生
徒達が１年間の研究成果を発表・提案

●プロジェクトコーディネーター配置
国の制度を活用し、各市や県の実施事業に対し
て専門的な知見から助言や事業推進の支援を
行うコーディネーターを配置

⇒コーディネーター３名を配置し、「交流人口

（観光）を切り口とした関係人口の創出」の
分野で北部３市・各市観光事業者等と共に、
北部地域で共通して取り組めるテーマ案を策定

③ 訪れたくなる北部へ

○北の近江振興プロジェクト推進補助金

▶ 総合プロジェクトとの相乗効果を生み出そうとする

市の主体的な取組を県が支援

▶ 県が分野・テーマを設定し、地域連携のもと取組を展開

【長浜市】 若者世代のやりたいことの応援と定着をめざすサードプレイス運営事業

長浜450年戦国フェスティバルフィナーレセレモニー開催事業
【高島市】 JR近江今津駅リニューアル事業 /  北陸新幹線誘客促進事業
【米原市】 伊吹山再生プロジェクト （獣害防止、裸地化・表土流出対策）

BIWAICHI BLUE BIKE プロジェクト （びわ湖ブルーをイメージしたレンタサイクル導入）

▶北の近江振興事務所による地域の課題やニーズの掘り起こし、北部３市と

県をつないでのプロジェクト検討や円滑な実施、情報発信など

◎地域における多様な主体（市、事業者、団体、住民等）
との連携・協働

・地方の暮らしフェアへの出展 移住促進に向けた北部3市との共同出展 （10/7）

・北琵琶湖まつりの開催 ここ滋賀との連携による首都圏での発信 （10/23～29）

・ＳＮＳ等を活用した地域の魅力発信 「北部振興×移住」タイアップ動画の作成等
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◆知事の「北の近江」現場訪問！

知事が県北部の団体や事業者、住民の方々が活動する現場を訪問し、意見

交換等を行い、得られたヒントや気づきを今後の北部振興の取組につなげる。

⇒ ４月 長浜市 「長浜450年を迎える歴史あるまちで３つの“挑戦”」

７月 米原市 「伊吹山とともに生きる地域の文化や保全活動に迫る」
９月 高島市 「高島で紡がれてきた生活文化と新たに根付く活動に触れる」

11月 米原市 「CO2ネットゼロ社会の実現に向けた企業の実践に学ぶ」
2月 長浜市 「若者目線で考え、取り組む県北部の地域活性化」



北の近江振興
プロジェクト

各分野の課題に
対応する北部振
興の取組

令和6年度 県北部地域の振興に係る取組

地域資源や特性を活かして、５年間（Ｒ５～９年度）を重点取組期間とする振興策

・健やかな暮らしの実現
・女性が活躍する社会づくり
・地域資源を活かした魅力ある地域づくり

・首都圏・京阪神から北部への移住・誘客促進

・地域観光資源の更なる活用
・滋賀の魅力や技術を北部から発信

・丹生ダム中止に伴う国や市と連携した
余呉地域振興事業の推進

①住み続けたくなる還りたくなる北部へ ②挑戦する若者が育ち・集う北部へ

・地域経済活性化のための人材の確保
・未来を支える人材の育成

③訪れたくなる北部へ

❖余呉地域振興 ❖交通インフラの整備
・地域の課題・実情に応じた道路整備や
移動手段となる地域交通の維持・活性化

❖伊吹山の保全
・南側斜面の復旧に向けた
中長期的な対策

❖湖北圏域の病院再編

・持続可能な医療提供体制の確保
（一部北の近江振興プロジェクト）

継続的な取組のほか、シンボリックな課題や、中長期を見据え取り組むべき課題への対応など

総合企画部
新駅問題対策・特定ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進室
（北の近江振興事務所：0749-53-2801）

・地域の活性化や雇用の創出
を促す産業立地の推進

❖産業立地の推進

＜目標＞
移住＋地域とつな
がる人（関係人口）
を3千人増やす



①住み続けたくなる還りたくなる北部へ ②挑戦する若者が育ち・集う北部へ ③訪れたくなる北部へ

総合プロジェクト：県が主体的に取組を展開

特別プロジェクト：総合プロジェクトとの相乗効果が期待できる市の取組を支援

三
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の
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多様な主体との連携・協働

令和6年度北の近江振興プロジェクト【243,425千円】

◆健やかな暮らしの実現
・医療型短期入所受入促進モデル事業

→医療的ケア児・者の受入体制整備のモデル構築
【障害福祉課（内3544）：19,200千円】

◆女性が活躍する社会づくり
・北の近江女性活躍応援事業

→女性活躍の就労支援・キャリアアップ支援
【女性活躍推進課（内3772）：3,585千円】

◆地域資源を活かした魅力ある地域づくり
・しがのふるさと応援隊事業【継続】

→多様化するﾗｲﾌｽﾀｲﾙに応じた農山村体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの提供
【農村振興課（内3９６０）：7,000千円】

など

5事業 32,358千円

◆地域経済活性化のための人材の確保
・北部地域事業承継促進事業

→事業承継のニーズに応える特任相談員の配置
【中小企業支援課（内3733）：15,000千円】

◆未来を支える人材の育成
・北部の農業推進プロジェクト

→土地利用型モデル・「みおしずく」等の園芸産地の育成
【みらいの農業振興課（内3847）：19,851千円】

・「北の近江振興」高校魅力化推進プロジェクト事業【継続】
→高校での地域課題への取組を通じた人材育成

【高校教育課（内4578）：12,890千円】

など

5事業 58,572千円

北の近江振興プロジェクト推進補助金 【市町振興課：50,000千円】

北の近江振興事業費（クラウドファンディングを活用した新規事業への支援など）
【北の近江振興事務所：9,116千円】

総合企画部
新駅問題対策・特定ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進室
（北の近江振興事務所：0749-53-2801）

◆首都圏・京阪神から北部への移住・誘客促進
・首都圏における北の近江魅力発信プロジェクト

→首都圏での関係人口構築による観光誘客や移住等の促進

◆地域観光資源の更なる活用
・県北部における舞台芸術普及事業

→古典芸能（邦楽）の振興と若手演奏家の養成
【文化芸術振興課（内3341）：3,000千円】

◆滋賀の魅力や技術を北部から発信
・地場産業・伝統的工芸品魅力発信ベース検討事業

→地場産業・伝統的工芸品の魅力発信拠点の試行的設置

【モノづくり振興課（内3791）：9,000千円】

など

9事業 93,379千円

【東京本部（03-5212-9107）・ここ滋賀（03-6225-2951）

：13,658千円】



北陸新幹線敦賀駅開業を活かした県北部地域の振興
北陸新幹線敦賀駅

◆地域資源の魅力発信
・日本遺産の観光プロモーション
・コーディネーターによる魅力発信の企画・立案
・琵琶湖北部の水中遺跡の魅力発信
観光振興局（内３７４３）・市町振興課（内３２３０）・
文化財保護課（内４６７４）

◆「ビワイチ」、「わかさいくる」
の連携強化

観光振興局（内３７４６）

◆国際会議等の開催誘致
・ＭＩＣＥ開催のための支援

観光振興局（内３７４３）

◆ＪＲや北部3市と連携した情報発信
・湖西線利用促進プロモーション
・米原駅での広域周遊観光情報の発信
・北陸新幹線停車駅でのＰＲ

交通戦略課（内３６８４）

◆森林山村地域の活性化
・森林山村資源の魅力発掘・発信

森林政策課（内３９１８）◆地域イベントへの誘客促進
・湖西線開通50周年記念列車の運行
・地域開催イベントへの支援等
・北陸新幹線における北部魅力発信への支援

交通戦略課（内３６８４）・観光振興局（内３７４３）

◆北陸ﾃﾞｨｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
に合わせたイベントの実施
・「出張！お城エキスポ」の開催

文化財保護課（内４６８０）

北陸新幹線


